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希
少
な
自
然
・
文
化
が
息
づ
く
島
々

　

十と

島し
ま

村
（
ト
カ
ラ
列
島
）
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
南
へ
二
〇
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
洋
上
、
屋
久
島
と
奄
美
大
島
と
の
間
に
点
在
す
る
有
人
七

島
（
口
之
島
・
中
之
島
・
諏す

訪わ

之の

瀬せ

島じ
ま

・
平た

い
ら
じ
ま島

・
悪あ

く
せ
き
じ
ま

石
島
・
小
宝
島
・
宝
島
）
と

複
数
の
無
人
島
か
ら
な
る
、
南
北
に
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
日

本
一
長
い
村
」
で
す
。
交
通
機
関
は
、
本
土
～
有
人
七
島
～
奄
美
大

島
を
村
営
の
「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
」
が
、
週
二
便
を
基
本
に
運
航

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
六
月
末
現
在
、
村
全
体
で
六
七
五
人
の
方
々
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
基
幹
産
業
は
、
畜
産
業
（
仔
牛
生
産
）
や
農
林
業
（
ビ
ワ
・
島

バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
樹
類
、
た
ん
か
ん
な
ど
の
柑
橘
類
、
島
ら
っ
き
ょ
う
な
ど
の

根
菜
類
ほ
か
）、
漁
業
（
ト
ビ
ウ
オ
・
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
ほ
か
）
な
ど
の
第
一

次
産
業
で
す
。
近
年
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
中
心
に
、
島
バ
ナ
ナ
・
ビ
ワ
・

ト
ビ
ウ
オ
な
ど
の
農
水
産
物
を
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
・
し
ま
つ
ま（
燻

製
）・
海
塩
な
ど
に
加
工
・
販
売
す
る
六
次
産
業
化
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
徐
々
に
で
す
が
島
の
産
業
構
造
に
変
化
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

固
有
の
動
植
物
が
多
く
生
息
し
、
世
界
で
も
口
之
島
に
し
か
生
息

し
な
い
純
血
種
和
牛
、
西
洋
種
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い

ト
カ
ラ
ウ
マ
、
タ
ブ
ノ
キ
・
ビ
ロ
ウ
な
ど
の
群
落
が
国
指
定
天
然
記

念
物
と
な
っ
て
い
る
宝
島
の
女
神
山
な
ど
、
豊
か
な
生
物
多
様
性
を

有
し
て
い
ま
す
。
民
俗
芸
能
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
な
か
で
も
悪
石
島

の「
ボ
ゼ
」は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
ほ
か
、「
来
訪
神
：

仮
面
・
仮
装
の
神
々
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

限
り
の
あ
る
村
の
医
療
体
制

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
は
、
自
然
に
寄
り
添
い
な

口之島
平島

鹿児島

悪石島

小宝島宝島

奄美大島

中之島

諏訪之瀬島

50km

十 島 村

十
島
村
住
民
課

水
際
対
策
の
徹
底
と
予
防
意
識
の
醸
成
で

住
民
の
命
と
生
活
を
守
る

感染防止対策
鹿
児
島
県
十
島
村
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温
を
行
な
い
三
七
・
五
度
以
上
の
発
熱
や
味
覚
・
嗅
覚
障
害
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
に
は
、
入
島
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
県
内
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
七
月
以
降
は
、
観
光
・
帰
省
な
ど
で
の
不

要
不
急
の
入
島
の
自
粛
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
災
害
復
旧
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
入
島
前
後
二
週
間
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
表
や
行
動
歴
管
理
表
（
村
様
式
）
の
提
出
を
求
め
、
検
温

や
問
診
で
発
熱
や
異
常
が
あ
る
方
の
乗
船
は
お
断
り
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

船
内
で
は
、
マ
ス
ク
の
無
料
配
布
や
乗
船
客
同
士
の
間
隔
を
広
く

確
保
す
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
ほ
か
、
乗
船
定
員
を
三
〇
〇
名
か

ら
一
二
〇
名
に
減
員
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
出
港
便
を
全
席
予
約
制

と
し
て
、
待
合
所
で
の
密
を
避
け
る
対
策
も
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
島
の
乗
船
券
販
売
所
に
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
設
置
し
、
来
島
者
の
検

温
や
マ
ス
ク
着
用
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
非
接
触
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
こ

と
で
、
販
売
所
内
の
密
を
防
ぎ
、
窓

口
の
職
員
な
ど
の
感
染
防
止
に
も
役

立
て
て
い
ま
す
。

　

医
療
面
で
は
、
巡
回
診
療
医
師
が

感
染
源
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、

一
時
的
に
対
面
で
の
診
療
を
と
り
止

め
、
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
診
療
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
し
か

が
ら
暮
ら
す
村
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
は
感
染
力
が
強
く
、
高
齢
者
や
既
往
症
の
あ
る
方
が
罹
患
す
る

と
重
症
化
し
、
死
に
い
た
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
村
内
に
は
、

二
〇
〇
人
以
上
の
高
齢
者
や
既
往
症
を
抱
え
る
方
々
が
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

村
で
は
、
各
有
人
島
に
へ
き
地
診
療
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

入
院
病
床
は
な
く
、
看
護
師
二
名
の
常
駐
の
み
。
医
師
に
よ
る
診
療

は
、
鹿
児
島
赤
十
字
病
院
と
県
立
大
島
病
院
か
ら
月
に
二
～
四
回
の

巡
回
で
、
急
患
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
で
島
外
搬
送
さ
れ
ま
す
。

も
し
村
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
る
状

況
で
す
。

　

本
村
で
は
、
二
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
会
議
を
立
ち
上

げ
、
四
月
の
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
に
と
も
な
い
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
会
議
を
計
一
九
回
開
き
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
行
動
指
針
」
を
策
定
、
水
際
対
策
や
コ
ロ
ナ
の

発
生
段
階
別
の
対
応
策
を
担
当
課
ご
と
に
と
り
ま
と
め
る
な
ど
、
情

報
共
有
し
な
が
ら
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
配
備
な
ど
水
際
対
策
を
徹
底

　

離
島
で
の
感
染
防
止
対
策
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
「
持
ち
込
ま
な
い
、

持
ち
込
ま
せ
な
い
」
が
第
一
義
で
す
。
特
に
、
本
村
の
よ
う
な
医
療

体
制
が
脆
弱
な
島
で
は
、
水
際
対
策
が
肝
要
で
す
。
そ
こ
で
、
県
内

の
感
染
者
の
発
生
が
少
な
い
段
階
で
は
、
県
内
外
か
ら
の
来
島
者
に

対
し
て
、
乗
船
前
に
健
康
申
告
書
の
提
示
を
求
め
る
と
と
も
に
、
検

特集　島から考える日本・Ⅱ

遠隔医療システムを活用した診療。
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交
付
金
を
活
用
し
た
「
生
活
支
援
及
び
経
済
支
援
給
付
金
」
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
給
付
金
は
、
世
帯
に
一
万
円
・
世
帯
員
一
名
に
つ
き

二
〇
〇
〇
円
、
子
育
て
支
援
施
設
の
休
園
に
よ
り
就
業
機
会
が
制
限

さ
れ
た
補
助
員
一
名
に
つ
き
一
万
円
の
給
付
な
ど
で
、
総
額
は

四
五
四
万
二
〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
支
援
給
付
金
は
、
農
林
水
産
業
従
事
者
や
法
人
・
個
人
事
業

主
で
売
上
が
前
年
同
時
期
に
比
べ
減
少
し
、
事
業
継
続
に
支
障
を
き

た
す
者
に
対
し
て
給
付
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
者
が
激
減
し
た
民
宿
事

業
者
へ
二
〇
万
円
、
飲
食
店
の
営
業
自
粛
に
よ
り
和
牛
消
費
量
が
減

少
し
仔
牛
市
場
価
格
が
下
落
し
た
畜
産
従
事
者
へ
仔
牛
出
荷
一
頭
に

つ
き
二
万
円
、
林
業
従
事
者
へ
二
万
円
、
漁
業
従
事
者
へ
一
ト
ン
未

満
出
荷
で
二
万
円
、
一
ト
ン
以
上
で
四
万
円
、
釣
り
客
な
ど
が
減
少

し
た
遊
漁
船
業
者
へ
二
〇
万
円
、
村
内
で
商
店
や
製
造
業
を
営
む
法

人
事
業
者
へ
二
〇
万
円
、
個
人
事
業
主
へ
二
万
円
な
ど
、
総
額
は

一
〇
七
〇
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
村
民
一
名
あ
た
り
三
〇
枚
の
マ
ス
ク
を
配
付
し
、
着
用

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
手
指
消
毒
の
徹
底
を
習

慣
化
さ
せ
る
た
め
、
携
帯
用
の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
二
袋
）・
ア

ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
（
一
本
二
五
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
の
配
布
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
配
布
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
感
染
症
予
防
資
材
は
、

村
内
で
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
で
す
。
同
時
に
、
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
、
国
内
の
感
染
情
報
の
提
供
や
感
染
の
危
険
を
回
避

す
る
行
動
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

し
、
住
民
側
か
ら
「
モ
ニ
タ
ー
を
介
し
て
の
診
療
よ
り
、
医
師
と
直

に
対
面
し
触
診
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
安
心
」
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、
医
師
側
か
ら
の
「
画
像
だ
け
で
は
、
患
者
と
の
微
妙
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
場
合
が
あ
る
」
と
の
声
も
受
け
、
現

在
は
、
医
師
の
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
通
常
の
巡
回
診
療

に
戻
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
島
で
の
対
面
診
療
の
回
数
を
維
持
し
な

が
ら
、
診
療
回
数
を
増
や
す
手
段
と
し
て
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
有
用
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
村
で
は
、
積
極
的
な
水
際
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
島
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
擬
似
症
患
者
が
発
生
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
三
七
・
八
度
の
発
熱
・
倦
怠
感
・
下
痢
症
状
・
味

覚
障
害
を
訴
え
、
そ
の
後
、
熱
が
上
昇
し
て
電
話
で
話
す
こ
と
も
困

難
な
状
態
と
な
り
、
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
へ
相
談
し
た
結
果
、「
コ

ロ
ナ
感
染
の
疑
い
あ
り
」
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
に
は
喘
息

既
往
も
あ
り
、
重
症
化
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
早
急
に
対
応
可
能

な
医
療
機
関
へ
の
移
送
が
求
め
ら
れ
、
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
で
本
土

へ
搬
送
し
ま
し
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
難
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
が
、
村
民
に
と
っ
て
は
「
ヘ
リ
が
飛
ん
で
く
れ

る
」
と
い
う
安
心
に
つ
な
が
っ
た
一
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
ス
ク
の
配
布
な
ど
に
よ
る
予
防
意
識
の
醸
成

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
住
民
生
活
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
村
で
は
、
家

計
へ
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
売
上
の
減
少
に
よ

り
経
営
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、
地
方
創
生
臨
時
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ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
村
民
の
予
防
意
識
が
高
ま
り
、
住
民
間
で

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
の
呼
び
掛
け
を
行
な
う
な
ど
の
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
島
出
張
所
・
診
療
所
、
子
育
て
・
介
護
支
援
施
設
、
小

中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
・
マ
ス
ク
・
防

護
服
・
検
体
採
取
キ
ッ
ト
な
ど
の
資
機
材
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
の
開
催

　

船
で
島
間
を
移
動
し
な
が
ら
有
人
七
島
を
走
破
す
る
、
他
に
類
を

み
な
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し
て
人
気
の
あ
る
「
ト
カ
ラ
列
島
島
め
ぐ

り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
今
年
の
開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
と
島
の
住
民
が
旧
交
を
温
め
る
姿
や
、
島
の

素
材
を
使
っ
た
交
流
会
な
ど
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。「
ト
カ
ラ
ツ
ア

ー
」
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
島
村
で
は
、
毎
年
、
移
住

希
望
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
役
場
で
の
直
接
相
談
な
ど

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
況

を
踏
ま
え
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー

ル
の
Ｚズ

ー

ム

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住
相
談
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
直
接
相
談
と
は
違

い
、
ズ
ー
ム
で
は
微
妙
な
雰
囲
気
が
つ
か
み
難
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

人
口
減
対
策
は
、
村
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
継
続
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
二
回

開
催
、
三
家
族
と
の
面
談
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
二
家
族
が

移
住
の
下
見
と
し
て
、
本
村
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
要
不
急
の
来
島
の
自
粛
を

　

医
療
体
制
に
限
り
の
あ
る
十
島
村
で
は
、
水
際
対
策
の
徹
底
が
重

要
で
す
。
万
一
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
命
を
脅
か
す

危
機
的
な
状
況
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
当
面
の
間
、
県
内
外
か

ら
の
不
要
不
急
の
移
動
の
自
粛
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
で
、
村
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
今
後
、
復
旧
工
事
な
ど
で
関
係
者
が
多
数
来
島
す
る
こ
と
は
や

む
を
得
ま
せ
ん
が
、
対
策
を
徹
底
し
て
も
、
感
染
リ
ス
ク
自
体
は
高

ま
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
も
し
コ
ロ
ナ
感
染
擬
似
症
患
者
が
発
生
し

た
場
合
、
そ
の
方
の
行
動
歴
、
発
熱
や
既
往
症
の
有
無
を
確
認
し
、

医
師
や
保
健
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
重
症
化
の
可
能
性
の
高
い
方
や
陽
性
と
な
っ
た
患
者
は
、

時
を
お
か
ず
島
外
へ
搬
送
し
、
比
較
的
軽
症
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で

も
、
迅
速
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
な
う
た
め
擬
似
症
患
者
を
ヘ
リ
で
移

送
す
る
な
ど
、
感
染
者
・
擬
似
者
の
島
内
滞
在
時
間
の
短
縮
を
図
り

ま
す
。
来
島
の
際
は
、
こ
れ
ら
の
対
応
が
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。�

■

村のHPでオンライン移住相談を募集。

特集　島から考える日本・Ⅱ


